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〝
金
メ
ダ
ル
よ
り

金
目
鯛
〞
先
日
ふ
と

入
っ
た
居
酒
屋
の
壁

書
で
あ
る
。
誰
が
考

え
た
の
か
、
な
か
な

か
う
ま
い
。
白
熱
の
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
ま
あ
、
そ
ん
な
に
メ
ダ

ル
メ
ダ
ル
と
言
わ
ず
に
一
杯
行
き

ま
し
ょ
う
ぜ
。
お
や
じ
さ
ん
の
人

柄
が
分
か
る
よ
う
で
、
つ
い
注
文

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
ち
ら
も
負
け

ず
劣
ら
ず
う
ま
い
。
居
酒
屋
談
議

に
花
が
咲
く
と
い
う
も
の
だ
▼
ス

キ
ー
も
ス
ケ
ー
ト
も
そ
う
い
え
ば

長
い
こ
と
行
っ
て
い
な
い
。
10
代

20
代
の
選
手
た
ち
の
活
躍
は
、
見

て
い
て
気
持
ち
が
い
い
。
と
て
も

じ
ゃ
な
い
が
、
あ
ん
な
真
似
は
で

き
な
い
が
、
久
し
ぶ
り
に
行
き
た

い
な
、
ベ
テ
ラ
ン
選
手
も
頑
張
っ

て
い
る
し
な
、
そ
ん
な
話
題
が
続

く
。
試
合
を
終
え
た
後
の
選
手
た

ち
の
表
情
が
い
い
。
う
れ
し
さ
、

悔
し
さ
、
色
々
あ
る
だ
ろ
う
が
、

全
力
を
出
し
切
っ
た
さ
わ
や
か
さ

が
伝
わ
る
▼
政
治
の
舞
台
で
も
動

き
が
あ
っ
た
。
南
北
朝
鮮
代
表
団

が
会
談
を
行
い
、
互
い
の
意
見
を

交
換
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で

は
合
同
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。

少
し
前
ま
で
、
凍
て
つ
く
よ
う
な

武
力
対
抗
の
話
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
雪
解
け
に
近
づ
く
雰
囲
気
が

出
て
き
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
。

大
き
な
目
標
と
地
道
な
努
力
が
大

切
な
の
は
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
だ
▼

居
酒
屋
談
議
に
戻
る
が
、
目
の
飛

び
出
る
よ
う
な
値
段
、
い
や
、
金

目
鯛
の
こ
と
で
は
な
い
。
次
年
度

予
算
の
防
衛
費
の
こ
と
だ
。
こ
と

あ
れ
ば
安
倍
首
相
は
朝
鮮
情
勢
を

あ
お
る
が
、
真
っ
先
に
あ
お
り
を

食
う
の
は
社
会
保
障
で
あ
る
。
せ

っ
か
く
の
美
酒
を
前
に
し
て
愚
痴

る
の
は
悪
い
癖
で
あ
る
が
、
診
療

報
酬
改
定
を
前
に
し
て
、
た
め
息

も
つ
き
た
く
な
る
。〝
大
砲
よ
り

バ
タ
ー
〞
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精

神
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う （
星
）

２０１８年(平成３０年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８７１号（１）

1871
2018年 3月5日

臨床医学講座より
日常診療で使える整形知識②

研
面
究

2018年度診療報酬改定答申　談話

支払基金・国保連合会審査委員会と懇談

２面

３面

４面

３月８日　乳幼児突然死症候群について
３月15日　口唇口蓋裂の治療について
３月22日　先進国と途上国の歯科事情

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

　

診
療
報
酬
と
医
師
の
働
き
方
改
善
を
―
―
。
保
団
連

・
協
会
は
２
月
15
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
兵
庫

協
会
か
ら
、
武
村
義
人
副
理
事
長
、
白
岩
一
心
理
事
が

参
加
し
た
。
同
日
昼
に
は
議
員
会
館
内
で
、「
診
療
報

酬
改
善
・『
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
』
を
す
す
め
る
保

団
連
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
12
協
会
か
ら
69
人
が

参
加
し
た
。

兵
庫
県
選
出
国
会
議
員
に

診
療
報
酬
改
善
を
要
請

　

国
会
議
員
と
の
懇
談
で
は
、
桜

井
周
（
立
憲
民
主
党
）
衆
議
院
議

員
、
山
下
芳
生
（
共
産
党
）
参
議

院
議
員
が
要
請
に
応
じ
た
。

要
だ
と
し
た
。
診
療
報
酬
に
つ
い

て
は
、
救
急
医
療
は
患
者
が
来
な

い
時
間
も
待
機
が
必
要
で
あ
り
、

本
来
そ
の
体
制
や
設
備
を
評
価
す

べ
き
な
の
に
そ
う
な
っ
て
い
な
い

な
ど
、
体
系
が
実
態
に
あ
っ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
と
し
た
。

　

山
下
議
員
に
は
、
今
回
の
改
定

に
お
け
る
入
院
料
の
評
価
体
系
見

直
し
は
、
７
対
１
病
床
の
削
減
を

狙
っ
た
も
の
で
、
地
域
の
中
小
病

院
で
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る

非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
問

題
点
を
訴
え
た
。
ま
た
、
在
宅
医

療
の
推
進
の
た
め
と
し
て
、
医
療

機
関
に
24
時
間
対
応
が
求
め
ら
れ

る
の
は
、
政
府
の
進
め
る
「
働
き

方
改
革
」
と
矛
盾
す
る
と
指
摘
。

県
立
病
院
で
、
超
過
勤
務
が
１
０

０
時
間
を
超
え
た
医
師
が
の
べ
２

７
２
人
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
紹

介
し
、
医
療
関
係
者
の
過
酷
な
労

働
実
態
を
訴
え
、
先
の
衆
議
院
選

挙
で
、
市
民
連
合
と
共
産
党
な
ど

　

明
石
支
部
と
北
摂
・
丹

波
支
部
は
、
冬
の
味
覚
ツ

ア
ー
を
開
催
。
か
に
や
ブ

リ
と
い
っ
た
冬
の
味
覚
を

大
い
に
楽
し
ん
だ
。

　

明
石
支
部
は
１
月
28

日
、
バ
ス
で
城
崎
へ
か
に

ツ
ア
ー
。
７
医
療
機
関
か

ら
31
人
が
参
加
し
、
か
に

刺
・
か
に
鍋
・
か
に
釜
飯

な
ど
の
「
か
に
御
膳
」
や

温
泉
街
の
散
策
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
１

月
27
日
〜
28
日
に
列
車
で

富
山
へ
１
泊
２
日
の
寒
ブ

リ
し
ゃ
ぶ
ツ
ア
ー
。
５
医

療
機
関
か
ら
８
人
が
参
加

し
、
地
酒
を
使
っ
た
贅
沢

な
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
を
堪
能
し

た
。

（
次
号
に
参
加
者
の
感
想

文
を
掲
載
予
定
）

４
野
党
が
合
意
し
た
共
通
政
策
に

あ
る
「
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る

ル
ー
ル
」
を
医
療
分
野
で
も
実
現

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
医
師
・
看
護
師

の
超
過
勤
務
の
改
善
は
重
要
で
あ

る
と
し
て
、
協
会
の
意
見
を
聞

き
、
医
療
現
場
で
の
働
く
ル
ー
ル

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
応

え
た
。

　

昼
の
集
会
で
は
、
住
江
憲
勇
保

団
連
会
長
が
、「
患
者
さ
ん
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
社
会
保
障
充
実
を
大
き
く
世

論
と
し
て
広
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

武
村
副
理
事
長
（
保
団
連
副
会

長
）
は
基
調
報
告
で
、
今
後
の
運

動
と
し
て
、
①
新
点
数
検
討
会
で

の
決
議
や
署
名
の
取
り
組
み
、
②

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の
原
則
２

割
化
を
は
じ
め
と
す
る
患
者
負
担

増
阻
止
を
活
動
の
重
点
と
す
る
と

報
告
し
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
、
桜
井
議
員

に
対
し
て
、
診
療
報
酬
の
改
善
と

医
師
の
長
時
間
労
働
の
是
正
を
要

請
。
白
岩
理
事
は
、
２
月
３
日
に

開
催
し
た
地
域
医
療
を
考
え
る
懇

談
会
の
内
容
を
紹
介
し
、
県
の
計

画
す
る
医
療
圏
統
合
に
よ
っ
て
、

西
播
地
域
で
さ
ら
に
医
師
不
足
が

進
む
恐
れ
が
あ
る
と
訴
え
た
。
桜

井
議
員
は
、
現
在
の
阪
神
北
医
療

圏
と
阪
神
南
医
療
圏
の
統
合
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
準
保
健
医
療
圏

域
と
さ
れ
る
阪
神
北
圏
域
で
は
、

県
立
病
院
が
整
備
さ
れ
な
い
こ
と

等
に
懸
念
を
示
し
た
。

　

神
戸
市
内
で
も
病
院
で
小
児
科

廃
止
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
協
会
が
医
師
不
足

と
低
診
療
報
酬
が
問
題
で
あ
る
と

訴
え
た
こ
と
に
対
し
て
、
桜
井
議

員
は
、
小
児
科
や
産
科
は
女
性
医

師
の
割
合
が
多
い
が
、
結
婚
・
出

産
後
の
職
場
復
帰
が
難
し
い
と
い

う
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
、
女
性
医
師
が
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
必

桜
井
周
議
員（
上
右
）と
山
下
芳
生
議
員（
下
右
）に
、
武
村
副
理
事
長（
上
左
）と
白
岩
理
事（
上
中
央
）が
要
請
書
を
手
渡
し
た

２・15中央要請行動

医医
師師
のの

長
時
間
労
働
改
善
を

長
時
間
労
働
改
善
を

明
石
支
部
と
北
摂
・
丹
波
支
部

城
崎
・
富
山
へ
ツ
ア
ー

冬の味覚　大いに楽しむ冬の味覚　大いに楽しむ
富
山
の
地
酒
を
注
い
だ
鍋
か
ら
炎
が

上
が
る
演
出
に
参
加
者
も
笑
顔　
　

豪
華
な
か
に
コ
ー
ス
に
圧
倒
さ
れ
る

政策研究会

「シリーズ　医療政策を聞く①
 ～日本共産党の医療政策」
日　時　３月10日（土）16時～
会　場　協会５階会議室
講　師　小池　晃先生（医師・参議院議員）

　

ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の

医
療
（
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
）
は
３
月
15
日
か
ら
、

医
師
の
長
時
間
労
働
を
テ
ー

マ
に
「
お
医
者
さ
ん
っ
て
、

ど
ん
だ
け
働
い
て
る
ん
？
」

と
題
し
て
開
始
予
定
で
す
。

　

応
募
箱
や
ポ
ス
タ
ー
、
応

募
用
紙
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ
ズ
（
無

料
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ
ズ
は

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
会

員
と
「
２
０
１
７
秋
」
に
ご

応
募
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
申

込
用
紙
は
月
刊
保
団
連
３
月

号
に
同
封
し
ま
す
。

　

ご
注
文
は
協
会
事
務
局
☎

078
―
393
―
１
８
０
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
078
―
393
―
１
８
２
０
ま
で

グッズをご注文くださいグッズをご注文ください

「お医者さんって、「お医者さんって、
どんだけ働いてるん？」どんだけ働いてるん？」

３月15日から

３月15日から

クイズで考える日本の医療 2018春
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２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
２
月
７
日
、
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
を
行

っ
た
。
改
定
率
お
よ
び
改
定
内
容
に
対
す
る
医
科
・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を
掲
載
す
る
。

2018年度2018年度

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

本
体
プ
ラ
ス
も

本
体
プ
ラ
ス
も

不
十
分
な
改
定
率

不
十
分
な
改
定
率

　

政
府
は
昨
年
末
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
を
全
体
１
・
19
％
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
と
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
医
療
機
関
の
厳
し
い
経
営
が

依
然
と
し
て
続
く
な
か
、
協
会
・

保
団
連
が
求
め
て
き
た
「
技
術
料

を
中
心
と
し
た
10
％
引
き
上
げ
」

に
は
遠
く
及
ば
ず
、
改
め
て
強
く

抗
議
し
た
い
。

　

本
体
部
分
は
わ
ず
か
に
プ
ラ
ス

０
・
55
％
（
医
科
は
０
・
63
％
）

と
な
る
。
財
務
省
を
中
心
に
本
体

マ
イ
ナ
ス
の
圧
力
も
高
ま
っ
て
い

た
な
か
、
協
会
・
保
団
連
な
ど
医

療
現
場
か
ら
の
厳
し
い
批
判
と
政

府
・
厚
労
省
な
ど
へ
の
粘
り
強
い

要
請
行
動
に
よ
る
一
定
の
成
果
と

言
え
る
。

　

た
だ
し
、
赤
字
経
営
の
一
般
診

療
所
が
25
・
７
％
に
及
ぶ
な
ど

（
２
０
１
６
年
度
医
療
経
済
実
態

調
査
）、
疲
弊
し
た
医
療
機
関
経

営
の
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
プ
ラ
ス

幅
で
あ
る
。

　

中
医
協
が
２
月
７
日
に
答
申
し

た
改
定
内
容
で
は
、「
外
来
医
療

の
機
能
分
化
」「
か
か
り
つ
け
医

機
能
の
評
価
」
や
、「
医
療
機
能

や
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
入
院
医

療
の
評
価
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
前
回
改
定
に
続
き
、「
入

院
か
ら
在
宅
」「
医
療
か
ら
介

護
」
な
ど
、
医
療
費
抑
制
の
た
め

の
改
定
メ
ニ
ュ
ー
が
特
徴
と
言
え

る
。

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」に
重
点

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」に
重
点

　

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
を
持

つ
医
療
機
関
に
お
け
る
初
診
時
の

診
療
機
能
評
価
と
し
て
、「
機
能

強
化
加
算
」
が
新
設
さ
れ
る
。
地

域
包
括
診
療
加
算
、
地
域
包
括
診

療
料
、
小
児
か
か
り
つ
け
診
療

料
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
ま
た
は

同
病
院
に
限
る
）
等
を
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
に
係
る
診
療
報
酬
」

だ
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
を
届
出

し
て
い
る
診
療
所
ま
た
は
２
０
０

床
未
満
の
病
院
で
届
出
の
上
、
初

診
料
に
加
算
で
き
る
。

　

初
診
時
の
加
算
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
自
体
に
は
一
定
の
評
価
も
予

想
さ
れ
る
が
、
同
じ
診
療
を
行
う

に
も
か
か
わ
ら
ず
届
出
し
て
い
る

点
数
に
よ
っ
て
基
本
診
療
料
を
差

別
化
す
る
こ
と
で
、
政
府
が
一
方

的
に
定
義
づ
け
る
「
か
か
り
つ
け

医
機
能
」
に
誘
導
す
る
も
の
だ
。

　

本
来
「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
も
と
で
患
者

が
自
由
に
選
択
す
る
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
点
数
を
届
出
し
て
い

る
医
療
機
関
を
政
府
の
都
合
で

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
定
義
す
る

の
は
逆
転
し
た
話
だ
。
安
定
し
た

医
療
機
関
経
営
に
よ
る
地
域
医
療

の
充
実
の
た
め
に
も
、
基
準
を
設

け
る
こ
と
な
く
初
・
再
診
料
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
導
入

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
導
入

　

従
来
か
ら
へ
き
地
や
離
島
な
ど

通
院
が
困
難
な
条
件
下
で
認
め
ら

れ
て
い
た
遠
隔
診
療
が
、
情
報
通

信
機
器
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
と
し
て
幅
広
く
認
め
ら
れ

る
。
外
来
医
療
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
料
」（
70
点
）
や
オ
ン
ラ
イ

７
対
１
相
当
の
入
院
料
１
の
病
床

を
絞
り
こ
む
目
論
見
だ
が
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
は
入
院
患
者
の
選

別
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
内
容

だ
。要

介
護
者
へ
の

要
介
護
者
へ
の

維
持
期
リ
ハ
打
ち
切
り

維
持
期
リ
ハ
打
ち
切
り

　

こ
れ
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
た
要

介
護
者
等
へ
の
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ

が
、
２
０
１
９
年
３
月
末
で
打
ち

切
ら
れ
る
。

　

医
療
保
険
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

は
、
身
体
機
能
の
回
復
と
と
も
に

機
能
維
持
の
役
割
も
担
っ
て
お

り
、
介
護
保
険
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

で
代
替
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

算
定
日
数
上
限
に
よ
る
機
械
的
な

打
ち
切
り
は
撤
回
す
べ
き
だ
。

居
住
場
所
・
人
数
で
の
差
別
拡
大

居
住
場
所
・
人
数
で
の
差
別
拡
大

　

前
回
改
定
で
在
医
総
管
等
に
導

入
さ
れ
た
「
単
一
建
物
診
療
患

者
」
の
点
数
体
系
に
つ
い
て
、
患

者
数
に
よ
っ
て
点
数
が
異
な
る
と

ン
医
学
管
理
料
（
１
０
０
点
）、

在
宅
医
療
で
「
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料 

オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理

料
」（
１
０
０
点
）
が
新
設
さ
れ

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、「
対
面
診
療
の
原

則
の
上
で
、
有
効
性
や
安
全
性
等

へ
の
配
慮
を
含
む
一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
を
前
提
」
と
し
て
い

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
出
さ
れ
て
い

な
い
な
か
、
医
学
管
理
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
有
効
性
な

ど
、
エ
ビ
デ
ン
ス
評
価
が
不
十
分

な
ま
ま
で
の
安
易
で
拙
速
な
保
険

導
入
だ
。

７
対
１
入
院
料
要
件
を

７
対
１
入
院
料
要
件
を

い
っ
そ
う
厳
格
化

い
っ
そ
う
厳
格
化

　

一
般
病
棟
は
、
従
来
の
７
対
１

〜
15
対
１
入
院
基
本
料
が
、
急
性

期
一
般
入
院
料
１
〜
７
と
地
域
一

般
入
院
料
１
〜
３
に
再
編
さ
れ

る
。
入
院
患
者
の
「
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
」
の
割
合
要
件

を
さ
ら
に
厳
格
化
し
て
看
護
配
置

い
う
複
雑
さ
と
不
合
理
さ
に
医
療

現
場
か
ら
批
判
が
集
中
し
た
が
、

さ
ら
に
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理

指
導
料
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
る
。

　

併
設
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等

の
介
護
施
設
入
所
中
の
患
者
へ
の

訪
問
診
療
料
は
、
１
４
４
点
へ
と

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

抗
菌
薬
適
正
使
用
を
要
件
化

抗
菌
薬
適
正
使
用
を
要
件
化

　

地
域
包
括
診
療
加
算
や
地
域
包

括
診
療
料
、
小
児
科
外
来
診
療

料
、
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
な

ど
の
算
定
要
件
に
、「
抗
菌
薬
の

適
正
使
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
る
こ
と
及
び
『
抗
微
生

物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
』
に
則

し
た
治
療
手
順
等
、
抗
菌
薬
の
適

正
使
用
に
資
す
る
診
療
を
行
う
こ

と
」
が
追
加
さ
れ
る
。

　

抗
菌
薬
適
正
使
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
協
会
で
も
臨
床
研
究

会
を
継
続
し
て
き
た
が
、
医
師
の

裁
量
が
あ
る
な
か
、
診
療
報
酬
で

一
律
に
制
限
す
る
こ
と
は
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。

複
数
医
療
機
関
の

複
数
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
な
ど
改
善
も

訪
問
診
療
な
ど
改
善
も

　

こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
同
一
患
者
へ
の
複
数
医
療
機

関
に
よ
る
訪
問
診
療
料
の
算
定

が
、
在
医
総
管
等
を
算
定
す
る
医

療
機
関
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
場

合
に
認
め
ら
れ
る
。
協
会
・
保
団

連
は
医
療
機
関
か
ら
の
要
求
を
も

と
に
、
再
三
に
わ
た
り
厚
労
省
へ

改
善
要
請
し
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
患
者
を
看
取
っ
た
場
合
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
が
算
定
可

能
と
な
る
ほ
か
、
医
科
・
歯
科
間

で
の
診
療
情
報
や
処
方
内
容
等
の

情
報
共
有
の
評
価
と
し
て
診
療
情

報
連
携
共
有
料
（
１
２
０
点
）
が

新
設
さ
れ
る
な
ど
、
評
価
す
べ
き

内
容
も
み
ら
れ
る
。

　

今
後
、
３
月
に
新
点
数
の
正
式

内
容
が
告
示
・
通
知
さ
れ
る
が
、

協
会
は
患
者
窓
口
負
担
軽
減
と
と

も
に
、
今
次
改
定
の
不
合
理
是
正

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

歯 科

運
動
に
よ
る
改
善
は
み
ら
れ
る
も
の
の

歯
科
医
療
の
充
実
に
は
ほ
ど
遠
い

歯
科
部
会
長　
　

吉
岡　

正
雄

医 科
「
か
か
り
つ
け
医
」誘
導
に
疑
問

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

　

協
会
歯
科
部
会
は
、
歯
科
医
療

危
機
を
打
開
し
、
良
質
な
歯
科
医

療
を
国
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

診
療
報
酬
の
10
％
以
上
の
引
き
上

げ
と
不
合
理
是
正
を
求
め
て
厚
労

省
や
国
会
議
員
・
政
党
な
ど
へ
の

要
請
行
動
と
と
も
に
、
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
署
名
、
患
者
・
国
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
を
求
め
る
１
万
筆
を

超
え
る
署
名
を
提
出
す
る
な
ど
の

運
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
当
初
マ
イ
ナ
ス
改

定
と
言
わ
れ
て
い
た
今
回
の
改
定

が
、
歯
科
で
０
・
69
％
と
わ
ず
か

で
は
あ
る
も
の
の
プ
ラ
ス
改
定
と

な
っ
た
こ
と
は
、
運
動
の
一
定
の

成
果
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
今

回
の
改
定
は
、
歯
科
医
療
機
関
の

経
営
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で

あ
り
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大

と
基
礎
的
技
術
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
、
引
き
続
き
運
動
を

強
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

多
職
種
連
携
等

多
職
種
連
携
等

一
部
で
要
求
反
映

一
部
で
要
求
反
映

　

協
会
の
運
動
に
よ
り
歯
科
医
師

の
要
求
が
反
映
さ
れ
、
一
部
改
善

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
医
科
・
歯
科
連
携
や

多
職
種
連
携
、
在
宅
医
療
を
推
進

す
る
た
め
と
し
て
、
医
科
医
療
機

関
に
「
照
会
」
し
た
際
の
評
価
、

歯
科
衛
生
士
を
帯
同
し
て
歯
科
訪

問
診
療
を
行
っ
た
場
合
の
評
価
、

多
職
種
チ
ー
ム
と
の
連
携
の
評
価

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
繰
り
返
し
要
請
し
て
き
た

「
歯
科
治
療
総
合
医
療
管
理
料
」

「
在
宅
患
者
歯
科
治
療
総
合
医
療

管
理
料
」
の
歯
科
衛
生
士
の
人
員

要
件
の
常
勤
換
算
へ
の
見
直
し
、

麻
酔
薬
剤
等
の
算
定
方
法
の
見
直

し
、
検
査
の
新
設
や
保
険
適
用
の

拡
大
、
歯
科
医
療
の
質
を
担
保
す

る
技
術
料
の
若
干
の
引
き
上
げ
な

ど
も
行
わ
れ
た
。

「
か
強
診
」の

「
か
強
診
」の

施
設
基
準
強
化

施
設
基
準
強
化

　

一
方
、
今
回
の
改
定
は
、「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
推
進
を
口
実

に
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能

強
化
型
歯
科
診
療
所
（
か
強

診
）」
の
施
設
基
準
が
強
化
さ
れ

た
。
そ
も
そ
も
多
く
の
歯
科
医
師

は
、
地
域
で
か
か
り
つ
け
歯
科
医

師
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
施
設
基
準
で
選
別
す

る
の
は
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
い

っ
そ
う
強
化
す
る
今
回
の
改
定

は
、
矛
盾
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と

に
な
り
、
容
認
で
き
な
い
。

　

「
か
強
診
」
の
届
出
医
療
機
関

で
点
数
が
加
算
さ
れ
る
処
置
は
全

て
の
歯
科
医
療
機
関
で
提
供
可
能

な
医
療
行
為
で
あ
る
が
、
高
齢
化

が
進
み
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
地
域
ほ

ど
、
病
院
歯
科
が
近
隣
に
な
く
、

歯
科
衛
生
士
の
雇
用
も
困
難
な
場

合
が
多
い
た
め
、
か
強
診
の
届
け

出
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

　

施
設
基
準
の
撤
廃
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
歯
科
医
師
が
地
域
で
果

た
し
て
い
る
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い

診
療
報
酬
を
求
め
る
。

院
内
感
染
対
策

院
内
感
染
対
策

基
本
診
療
料
の
要
件
に

基
本
診
療
料
の
要
件
に

　

基
本
診
療
料
に
院
内
感
染
対
策

に
関
す
る
施
設
基
準
が
導
入
さ

れ
、
施
設
基
準
が
満
た
せ
な
い
場

合
は
基
本
診
療
料
が
減
算
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

基
本
診
療
料
に
格
差
を
つ
け
る

今
回
の
改
定
は
診
療
報
酬
の
あ
り

方
を
歪
め
る
前
代
未
聞
の
暴
挙
で

あ
り
、
新
た
な
仕
組
み
を
押
し
つ

け
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

訪
衛
指
な
ど
に

訪
衛
指
な
ど
に

「
単
一
建
物
」

「
単
一
建
物
」

　

訪
問
歯
科
衛
生
指
導
料
と
居
宅

療
養
指
導
管
理
に
、「
単
一
建

物
」
の
考
え
方
が
持
ち
こ
ま
れ

た
。
患
者
の
状
態
は
一
人
ひ
と
り

異
な
っ
て
お
り
、
同
じ
建
物
で
の

月
単
位
の
人
数
に
よ
っ
て
点
数
を

細
分
化
す
る
や
り
方
は
合
理
的
根

拠
に
乏
し
く
撤
回
す
べ
き
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
当
該
月
の
診
療
が

終
わ
る
ま
で
点
数
が
確
定
し
な
い

ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
な
ど
現
場
に

混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
と
と
も
に
、
こ

の
間
取
り
組
ん
で
き
た
歯
科
技
工

問
題
に
つ
い
て
は
、
有
床
義
歯
内

面
適
合
法
の
技
工
加
算
の
新
設

や
、
有
床
義
歯
な
ど
の
技
術
料
の

若
干
の
引
き
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ

た
が
、
補
綴
関
連
の
評
価
は
依
然

と
し
て
低
く
、
抜
本
的
解
決
に
至

っ
て
い
な
い
。

　

協
会
は
、
今
回
の
改
定
の
不
合

理
是
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、
今

後
も
窓
口
負
担
軽
減
、
保
険
範
囲

の
拡
大
と
診
療
報
酬
の
改
善
へ
、

国
民
と
と
も
に
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
運
動
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
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改
定
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
下
各
地
で
開
催
す
る
改
定
研
究
会
の
案
内
や
改
定
に
関
連
す

る
厚
労
省
資
料
、
疑
義
解
釈
資
料
な
ど
最
新
情
報
を
随
時
掲
載
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協
会
は
、
１
月
18
日
に
支
払
基
金
、
２
月
５
日
に
国
保
連
合
会
の

審
査
委
員
会
と
懇
談
。
協
会
か
ら
西
山
裕
康
理
事
長
を
は
じ
め
宮
武

博
明
副
理
事
長
（
審
査
対
策
部
長
）
ら
が
出
席
し
、
協
会
が
事
前
に

提
出
し
た
要
望
書
や
、
協
会
会
員
医
療
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
減
点

事
例
な
ど
を
も
と
に
審
査
改
善
に
つ
い
て
要
請
し
た
。
両
審
査
委
員

会
と
の
懇
談
は
、
レ
セ
プ
ト
審
査
の
改
善
を
目
的
に
、
審
査
委
員
の

改
選
を
受
け
て
２
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。

　

支
払
基
金
審
査
委
員
会
と
の
懇

談
に
は
、
協
会
か
ら
宮
武
審
査
対

策
部
長
、
川
村
雅
之
副
理
事
長
、

清
水
映
二
理
事
、
岩
下
敬
正
評
議

員
が
参
加
。
支
払
基
金
か
ら
は
齊

藤
清
治
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
医

療
顧
問
、
審
査
委
員
ら
５
人
が
出

席
し
た
。

　

昨
年
の
大
ヒ
ッ
ト
作
「
ラ
・
ラ

・
ラ
ン
ド
」
の
音
楽
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

の
主
演
ヒ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン

が
挑
戦
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画

「
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
マ

ン
」
を
案
内
し
ま
す
。
本
作
品
は

人
間
の
幸
福
と
は
何
か
を
深
く
描

く
感
動
的
シ
ー
ン
満
載
で
す
。
特

に
人
種
や
階
級
、
身
体
的
特
徴
へ

の
差
別
偏
見
を
、
見
事
に
さ
っ
そ

う
と
跳
ね
返
す
作
品
で
す
。

　

19
世
紀
の
米
国
。
貧
し
い
仕
立

屋
の
子
ど
も
だ
っ
た
バ
ー
ナ
ム

（
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン
）
は
、
妻
や
娘

た
ち
の
幸
せ
を
願
い
つ
つ
、
持
ち

前
の
想
像
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

で
、
あ
る
シ
ョ
ー
を
始
め
ま
す
。

社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
る
黒
人
、
身

体
的
特
徴
の
あ
る
人
、
個
性
豊
か

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
と
し
て

も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
映
画
と
し
て
も

引
き
こ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
個
性

豊
か
な
彼
ら
を
迫
害
す
る
人
々
の

存
在
も
悲
壮
感
漂
い
つ
つ
描
か
れ

て
い
ま
す
。
主
人
公
バ
ー
ナ
ム

も
、
貧
し
い
生
い
立
ち
か
ら
来
る

劣
等
感
か
ら
上
流
階
級
と
の
交
流

に
執
着
し
始
め
、
差
別
偏
見
を
背

負
っ
た
団
員
と
の
ひ
ず
み
が
生
じ

始
め
ま
す
が
…
。

　

み
ん
な
心
に
傷
を
負
い
な
が
ら

も
仲
間
同
士
で
、
差
別
偏
見
に
闘

う
と
こ
ろ
が
大
き
な
見
ど
こ
ろ
で

す
。
人
生
の
喜
び
は
、
経
済
力
や

地
位
や
名
誉
で
な
く
、
心
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
尊
い
純
粋
さ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
作
品
か
ら
滲
み
出

て
い
ま
す
。
バ
ー
ナ
ム
を
支
え
る

妻
や
娘
た
ち
の
存
在
も
大
き
く
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
の
個
性
を

ズ
ム
を
巧
み
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映

画
に
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
が
、
絶
賛

さ
れ
ま
す
。
映
画
館
の
大
ス
ク
リ

ー
ン
で
鑑
賞
す
る
中
で
、
人
間
の

心
に
あ
る
小
さ
な
見
え
な
い
も
の

が
、
本
当
の
幸
福
だ
と
思
い
知
ら

さ
れ
る
作
品
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
作
品
に

エ
ー
ル
を
送
る
自
ら
の
ひ
た
む
き

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
音
楽
と
ダ
ン
ス
が
、
鑑
賞
後

に
も
深
い
感
慨
と
し
て
胸
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
す
。
眠
気
の
来
な
い

素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
感
動
的

な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
世
界
へ
よ
う

こ
そ
…
。

（
全
国
映
画
館
で
上
映
中
）

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

で
あ
る
が
社
会
生
活

に
馴
染
め
な
い
人
た

ち
に
よ
る
音
楽
と
ダ

ン
ス
が
、
現
代
の
感

覚
豊
か
な
映
像
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

９
曲
の
音
楽
に
よ

褒
め
讃
え
合
う
美
し
さ

が
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
通

し
、
心
に
刻
み
こ
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

　

支
払
基
金
は
「
計
画
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
公
表
し
て
い
く
。
計

画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

団
体
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
つ

つ
、
医
療
保
険
制
度
の
公
正
性
、

信
頼
性
を
確
保
す
る
と
い
う
基
本

姿
勢
を
堅
持
し
、
確
実
に
取
り
進

め
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
増
減
点
連
絡
書
お
よ
び

再
審
査
結
果
通
知
に
つ
い
て
、
記

号
に
よ
る
表
記
だ
け
で
は
な
く
査

定
理
由
が
わ
か
る
内
容
に
す
る
よ

う
改
善
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
基
金

は
、「
平
成
28
年
２
月
審
査
分
か

ら
、
増
減
点
事
由
記
号
に
加
え
、

よ
り
具
体
的
な
理
由
を
可
能
な
限

り
記
載
し
て
い
る
」
と
回
答
。
協

会
が
「
前
回
の
回
答
で
少
し
改
善

さ
れ
た
か
と
思
っ
た
が
、
元
に
戻

っ
た
印
象
を
受
け
る
。
医
療
機
関

か
ら
の
再
審
査
請
求
に
対
し
、
原

審
ど
お
り
と
す
る
具
体
的
な
理
由

の
記
載
は
し
に
く
い
の
か
」
と
あ

ら
た
め
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
基

金
は
、「
電
話
で
の
窓
口
対
応

（
※
）
を
設
け
て
い
る
の
で
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
」
と
し

た
。

　

ま
た
、
協
会
か
ら
具
体
的
な
減

点
事
例
を
示
し
、
医
療
機
関
か
ら

の
再
審
査
請
求
の
結
果
「
原
審
ど

お
り
」
と
さ
れ
た
３
事
例
に
つ
い

て
、
基
金
は
、「
再
審
査
部
会
に

お
い
て
改
め
て
協
議
す
る
の
で
、

お
手
数
だ
が
再
々
審
査
の
申
し
出

を
お
願
い
し
た
い
」
と
し
た
。

※
支
払
基
金
兵
庫
支
部
・
再
審
査

　

国
保
連
合
会
審
査
委
員
会
と
の

懇
談
で
は
、
協
会
か
ら
西
山
理
事

長
、
吉
岡
巌
副
理
事
長
が
参
加
。

国
保
連
合
会
か
ら
は
審
査
委
員
会

会
長
ら
５
人
が
出
席
し
た
。

　

協
会
は
、
国
保
中
央
会
が
昨
年

10
月
に
発
表
し
た
「
国
保
審
査
業

務
充
実
・
高
度
化
基
本
計
画
」
に

関
し
て
、
計
画
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ

ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
画
一
的
に
審
査

を
行
わ
ず
、
主
治
医
の
裁
量
を
重

視
し
、
医
学
的
常
識
に
基
づ
い
た

審
査
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

　

国
保
連
合
会
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
診
療
行
為
の

適
否
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
会

に
お
い
て
、
療
養
担
当
規
則
、
旧

薬
事
法
、
関
係
通
知
等
に
基
づ
き

適
正
で
公
平
な
審
査
を
行
う
」
と

回
答
し
た
。

　

ま
た
、
点
数
表
や
通
知
に
基
づ

か
な
い
審
査
基
準
（
内
規
）
を
公

表
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
国

保
連
合
会
は
「
確
認
さ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
は
国
保
中
央
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
文

書
化
さ
れ
た
内
規
等
は
定
め
て
い

な
い
」
と
し
た
。

　

病
名
も
れ
に
対
す
る
査
定
に
つ

い
て
、
協
会
が
「
根
拠
資
料
が
あ

れ
ば
再
審
査
請
求
が
で
き
る
と
の

こ
と
だ
が
、
カ
ル
テ
の
コ
ピ
ー
で

も
可
能
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

国
保
連
合
会
は
「
症
状
詳
記
に
カ

ル
テ
お
よ
び
画
像
デ
ー
タ
な
ど
客

観
的
資
料
を
添
付
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
再
審
査
請
求
を
受
け
付
け
た

う
え
で
、
医
学
的
に
判
断
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

協
会
が
具
体
的
な
減
点
事
例
と

し
て
示
し
た
、
一
次
審
査
や
再
審

査
で
査
定
さ
れ
た
３
事
例
に
つ
い

て
、
国
保
連
合
会
は
「
算
定
可
能

と
考
え
る
。
医
療
機
関
に
は
再
審

査
請
求
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

し
た
。

©2017 Twentieth 
Century Fox Film 
Corporation.

１月18日に協会役員（①）と支払基金委員（②）が、
２月５日に国保連合会委員（③）と協会役員（④）が
それぞれ懇談　　　　　　　　　　　　　　　　

基 金
「
査
定
理
由

不
明
分
は
照
会
を
」

支
払
基
金
・
国
保
連
合
会　

審
査
委
員
会
と
懇
談

画
一
的
審
査
行
わ
ず
、医
師
の
裁
量
重
視
を

画
一
的
審
査
行
わ
ず
、医
師
の
裁
量
重
視
を

国 保
「
病
名
も
れ
は

資
料
添
付
で
再
審
査
可
」

●①●②

●③●④

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・

シ
ョ
ー
マ
ン 　

白岩一心

98

会員の皆さまからのご要望に応えて、４月１日から最高保障額4,000
万円の「新グループ保険」の取り扱いを開始します。最高保障額5,000
万円の協会「グループ保険」の上乗せ保障としてご利用ください。

協会グループ保険
5000万円

新グループ保険
4000万円＋

最高保障額は
9000万円に＝

新
４月１日４月１日
受付開始受付開始

（６月１日発足）（６月１日発足）

１．最高保障額4000万円
　 　協会グループ保険と合わせて
　 　最高9000万円保障
２．配偶者セット加入1000万円
　 　協会グループ保険と合わせて
　 　最高2000万円保障
３．掛金は協会グループ保険より
　 10％低廉

４．新規加入は70歳までOK
５．こども加入特約あり（400万円）
６．保険金の年金受け取りが可能
７．１年毎に剰余金が生じた場合、
　 配当金あり
＋掛金負担なしで先進医療保険の
　加入OK（最高1000万円）

※ 新グループ保険は保険医共済会の取り扱いです。ご加入には同共済会への入会申し込み
が必要です（会費不要）。協会グループ保険の上乗せ保障としてご加入いただけます。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805まで

グループ保険グループ保険

「新グループ保険」の
取り扱いを開始します

春の共済制度普及 ４月１日開始！　　お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

先生のご家族、スタッフも
ご加入いただけます。

損害保険（自動車保険、火災保険）の
団体割引きもご利用ください。

医事紛争の備えは
必須です

個人年金保険料控除が受けられます

会員医療機関にお勤めのご家族、個人年
金保険料控除を利用していない会員の皆
さま、医院スタッフにもお勧めします。

●「月払｣は 毎月5,000円～ 300万円
●「一時払｣は毎回10万円～１億円まで

予定利率1.289％
※ 2016年度は上乗せ配当と合わせて
配当率は1.467％でした

ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル
積立年金

所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険

年金保険なのに自在性が魅力！

中長期の資産運用にお勧めします

● １口単位で解約・中断・再開が可能
● 事前に満期日の指定は不要（最長80歳まで）
● 受取方法は受給時に選択（年金・一時金）
● 万一の時はご遺族に全額給付
予定利率
1.259％

※ 2016年度は上乗せ配当と合わ
せて配当率は1.361％でした

保険医年金保険医年金
１．最長75歳まで、730日の充実保障
２．掛け捨てではありません
３．弔慰・高度障害給付あり
４．自宅療養、代診をおいても給付
５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６． 所得補償保険や医療保険、公的保険
制度の給付に関係なくお支払い

割安な掛金が満期まで上がりません

休業保障制度休業保障制度
死亡保険の決め手は安さが一番！

格安保険料と高配当が魅力
■ 過去10年平均45％を配当
■ 最高5000万円の高額保障

■ 配偶者も1000万円のセット加入
■ 加入者数5000人超
■ 医師による診査はありません

新グループ保険と合わせて9000万円

グループ保険グループ保険

　

協
会
は
、
支
払
基
金
が
昨
年
７

月
に
発
表
し
た
「
支
払
基
金
業
務

効
率
化
・
高
度
化
計
画
」
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
で

２
０
２
２
（
平
成
34
）
年
度
ま
で

に
９
割
程
度
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ

ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、

計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
費
用

対
効
果
あ
り
き
で
な
く
公
平
・
公

正
な
審
査
を
行
う
よ
う
要
請
し

た
。

相
談
窓
口
☎
078
―
302
―
５
０
０
０



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
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第１８７１号 （４）２０１８年(平成３０年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行)

静岡県・西伊豆健育会病院　院長　　仲田　和正先生講演

１．「中枢神経由来のしびれ」の解剖学的診断（下）

日常診療で使える整形知識 ②

図５　延髄の神経核の位置 図７　三叉神経脊髄路

図８　中脳の知覚路 図９　視床の知覚路

図10　手と口のしびれを起こした手口感覚症候群

（前号からの続き）

延髄（脳幹部）：「12時に10軒は
しごのMr.毛」
　延髄の神経核の位置を覚えよう
（図５）。脳幹部は原則として内側
が運動神経、中間が内臓神経、外側
が知覚神経である。
　内側から時計回り（延髄左側）に
「12時に10軒はしごのMr.毛（マ
オ）」と暗記する。すなわちⅫ（舌
下神経）→Ⅹ（迷走神経）→Ⅷ（聴神
経）→Ｓ（Solitarius：孤立核）→Ｖ
（三叉神経）→Ｍ（aMbiguus：疑核）
→Ｒ（Reticular formation）→毛（内
側毛帯：振動・位置覚）の順であ
る。さらにこれらの外側に脊髄視床
路（温痛触覚）があり外上方に下小
脳脚がある。一番下には錐体路（運
動神経）がある。
　小脳失調があれば延髄外方、運動
麻痺があれば延髄下方の病変と考え
ればよい。
　脊髄視床路（温痛触覚）は外側、
内側毛帯（振動・位置覚）は内側に
あって血管支配も異なる。
　なおSolitarius nucleus（孤立核）
と は Ⅶ、Ⅸ、Ⅹ の 内 臓 知 覚
（Sensory）の核であり、aMbiguus
（疑核） とはⅨ、Ⅹの内臓運動
（Motor） 神経である。それぞれ
Sen s o r yのSo l i t a r i u s , Mo t o rの
aMbiguusで覚えるとよい３。
　た と え ば 延 髄 外 側 症 候 群
（Wallenberg）では、同側の小脳失
調（下小脳脚）、顔面シビレ（Ｖ）、
対側の体のしびれ（脊髄視床路）、
めまい（Ⅷ）、Horner（reticular 
formation）を起こすことになる。め
まいが延髄梗塞による時、三叉神経
（Ｖ）がすぐ近くにあるので顔のし
びれを起こすことが多い。

橋部の知覚路
　中心にⅥ（外転神経）がありⅦ
（顔面神経）はその外下方にある
（図６）。Ⅶはsex（six、Ⅵ）が好
きでⅥに近づいていくが、途中で間
違いに気づき（sexでなくsixだっ
た！）反省してⅥを回りこんで帰っ
てくる３。発生学的になぜⅦ（顔面
神経）がこのようなルートをとるの
かよくわかっていない。内側毛帯は
下方に寝ておりさらにその下に錐体

路がある。顔面知覚のＶ（三叉神
経）と体知覚の脊髄視床路は外側で
お互い接近していることに注意。
　Ｖ（三叉神経）は橋部に入ったあ
と一部Ｃ２付近まで下降する三叉神
経脊髄路核となる。顔面の痛覚（三
叉神経）は口唇から同心円状にな
り、中心に遠いものほど延髄下方ま
で下降し周辺の頬は延髄近くになる
（図７）。脊髄路核でニューロンを
替え対側に交叉して上行し視床へ行
く。

中脳の知覚路
　中脳で温痛触覚（脊髄視床路）と
振動・位置覚（内側毛帯）がほぼ同
じ場所で合流することがポイントで
ある（図８）。
　中脳にある脳神経核はⅢ（動眼神
経）とⅣ（滑車神経）のみである。
この滑車神経のみ脳幹の背側に出て
交叉し奇妙である。
　図８のCTの中心、くも膜下出血
の中に中脳がある。中脳はミッキー
マウスに見える。ミッキーマウスは
チュウチュウ鳴くから中脳である。
中脳がわかればその尾方が橋部、延
髄、脊髄とわかる。CT像と解剖図
では上下逆になるので注意！　ミッ
キーマウスの耳が大脳脚すなわち錐
体路である。視床や大脳の陳旧性出
血や梗塞があると大脳脚も左右大き
さが違ってくる。

視床の知覚路
　中脳から知覚路は上行して視床に
いたり、ここで第３次ニューロンと
シナプスを作る。身体下部の知覚は
視 床 後 外 側 腹 側 核（Nucleus 
ventralis posterolateralis：VPL）
で、頭部の知覚は視床後内側腹側核
（Nucleus ventralis posteromedialis：
VPM）で終わる（図９）。
　視床のVPLとVPM核の境界で小出
血などが起こると手（橈側）と口が
しびれる手口感覚症候群が起こる
（図10）。手のしびれの場合は必ず
口のしびれの有無を確認しよう。

視床から大脳皮質まで
　下等動物は視床が終点であるが高
等動物はさらに大脳に至る。視床か
ら内包後脚、放線冠、そして大脳皮
質に終わる。VPL核の神経は大脳半
球内側（上・下肢）へ、VPMからは
大脳半球外側（頭部）へ達する。
　視床病変では反対側の全感覚鈍磨
を起こすが特に深部知覚が強く障害
されるのが特色である。視床病変で
位置覚がやられると足の位置が分か
らずリハビリに苦労する。時に感覚
鈍磨があるにも関わらず激しい疼痛
（視床痛）を起こす。内包後脚病変
も対側半身の全感覚鈍磨である。
　放線冠、半卵円中心で障害される
と半身麻痺だけでなく半身の各種の
知覚（触、温、痛）が障害されるが
特に四肢末梢の知覚障害が強いので
末梢部を検査すると見当がつく。放
腺冠の前方だと上肢障害、後方より

だと下肢障害になる。
　視床よりも上位の病変では振動覚
が侵されるのはまれである。
　顔面を含めた半身に強い知覚障害
がある時は中脳、視床、内包後脚の
病変を考える。延髄病変では同側顔
面、対側四肢のしびれになる。
　大脳皮質単独の病変は珍しいが大
脳皮質病変は普通、触覚・温痛覚の
障害を起こさない。しかしポケット
のコインやキーを触っても何かわか
らない立体覚障害が高度のことが多
い。
　もし触角、温痛覚消失があれば皮
質のみでなく皮質下の障害も存在す
ると考える。
　大脳皮質感覚野は広大なので単一
病変で顔面から下肢まで障害される
ことはまずない。上肢のみ、手のみ
の感覚障害をおこすことが多く偽神
経根性分布や偽末梢神経分布とい
い、尺骨神経障害や橈骨神経障害と
まぎらわしいことがある。立体覚障
害が高度であることがヒントにな
る。
　以上まとめると、半身麻痺に加
え、視床病変では全知覚障害が起こ
るが特に位置覚が強く障害され、放
線冠、半卵円中心では四肢末梢知覚
が強く障害されるが振動覚は保た
れ、大脳皮質病変では立体覚が強く
障害され知覚は保たれると覚える。
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図６　橋部の知覚路

三叉神経脊髄路

延髄

橋部

橋部

錐体

　脊髄
視床路
5

7

86

内側毛帯

下小脳脚

脊髄
視床路

12
10 8

S
R

M
5

内側毛帯

延髄
錐体

錐体

中脳

黒質

赤核

3 脊髄視床路
内側毛帯

視床

視床

VPL核

VPM核

内包前脚
内包前脚

内包後脚

内包後脚

尾状核
尾状
核

被殻
淡蒼球 淡蒼球

視床

被殻

VPL

VPM

出血！

P
PF

DM
LD

VA

CM

MG
LG

VL

A


